
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

（単位：円）

効果
「ＧＩＧＡスクール構想」の実現を図るため、児童・生徒一人一台のタブレット端末の整備がで
き、土台となるハード整備が整った。

写真

実施内容

児童・生徒一人一台のタブレット端末を整備する。
　小学校　5,054台　260,179,920円、中学校　2,509台　129,117,450円
児童・生徒用タブレット端末の動作確認を行う。
　小学校　2,897,730円、中学校　1,656,270円
ネットワーク機器の設定を行う。
　中学校　330,000円
別府市学校教育ＩＣＴ活用推進計画を策定する。　1,776,500円

1,870

事業期間 R2.6.29～R3.3.31

目的
児童・生徒一人一台のタブレット端末を整備する「ＧＩＧＡスクール構想」を実現し、ＩＣＴの活
用により全ての児童・生徒に学びを保障できる環境を整える。

395,957,870 169,066,000 226,890,000

総事業費
財源内訳

臨時交付金 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

実施計画№ 事業名称 担当課

12 小中学校ＩＣＴ環境整備事業 教育政策課・学校教育課


